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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週レアルは、対円、対米ドルともにほぼ変わらずでし
た。2年国債金利は低下しました。

議会下院において、テメル大統領の汚職疑惑について
の裁判を開始するかどうかの投票が行われました。投票
の結果、テメル大統領の裁判の開始は回避されたことで、
社会保障改革法案が進展する期待が高まりました。一方
で、テメル大統領が他の容疑で再び起訴される可能性は
残っており、レアルの上昇は限られました。

中央銀行から前回のCopom（金融政策委員会）議事録
が公表されており、次回のCopomにおいて政策金利が
1.00％ポイント引き下げられるとの観測が高まったことで、
金利は低下しました。

【2】今週の見通し

今週は、インフレ率などの経済指標の発表があります。
インフレ率の上昇は抑制されることが見込まれています
が、市場予想を超えて低いインフレ率となった場合は、利
下げ観測が高まると想定します。

テメル大統領の支持率は低下しており、連立政権内部
の政党が政権を離脱する動きが強まる恐れや、社会保障
改革法案の審議・採決が先送りされる懸念があります。政
府や議会が改革を進める意志は強いとみられるものの、
政局の動きや、それを踏まえた今後の財政再建の行方を
注視していく必要があると考えています。

政府や議会が社会保障改革などの構造改革を着実に
進める場合は、ブラジル経済に対する信認改善や利下
げによる景気回復と相まって、レアルの下支えになると期
待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年8月7日

（2017年7月7日～2017年8月4日）

（2017年7月7日～2017年8月4日）

【2017年7月29日～2017年8月4日までの推移】
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